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地球資源の負荷を最小限にする次世代の化学
産業技術として、金属イオンによって制御された、
ナノサイズの分子集合体の作成技術が注目され
ている。しかしながら、産業的なブレイクスルーを
達成するためには、安価で豊富で安全な金属イ
オンを利用した分子集合体の作成とその機能の
開発が必要不可欠である。

（１）�配位結合を活用した
　　 分子カプセル
金属イオンの配位結合を利用し
た自己組織化により、ナノサイズ
空間を有する蛍光性分子カプセ
ルの定量的な作製を達成した。
また、巨大球状分子の選択的
内包と物性制御に成功した。

（２）�π-スタッキングを活用
　　 した分子カプセル

ミセル構造を模倣して、π-スタッ
キングを利用した自己組織化に
より、蛍光性分子カプセルの作
製に成功した。また、色素分子
の内包による特異蛍光特性の
発現を見出した。さらに、カプセル骨格の化学修飾による蛍光性能の向上を達成した。このカ
プセルは既存のミセルには見られない、高い安定性と分子内包能、蛍光性を有し、新たな「芳
香環ミセル」としての利用が期待できる。

本研究では、新規な光機能を有するナノサイズ
の分子集合体の作製を目的とする。安価で入手
の容易な金属イオンを用いて、必要な数や種類
の分子を自発的に集めることで、ナノサイズの空
間を有する発光性の集合体を選択的に組み上
げる。さらに、その内部空間への分子の取り込
みによる新しい光機能を開拓する。
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光センサーや有機ＥＬ、太陽電池などの光機
能を備えた材料の開発は、10-20年後の化
学産業においても極めて重要な先端研究分
野であることが予想される。本研究で開発し

た独自の分子集合体を基盤に、持続可能な
社会に貢献する新規な光機能性材料の創
製に挑戦する。


